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〔目的〕本研究はこの度、家政学における研究がデータベース化されたのを受け、これを

利用して家政学研究の内容分析を行い、その特徴を明らかにすることを目的とする。本報

告では家政学データベースの論文タイトルに用いられているキーワード（ＫＷ）を分析、

家政学研究の動向と現状について知見が得られたので報告する。

〔方法〕『家政学文献索引データベース』を駆動し、平和情報センターHappiness ソフト

を用いて、論文タイトルよりKW の自動切り出しを行った。そして、このKW を時系列的、

分野ごとにまとめ、出現頻度表、累積出現頻度表を作成した。また、出現頻度表から出現

頻度曲線を作成して、高頻度出現語と低頻度出現語、および重要語の割り出しを行い、時

系列的、分野間の比較検討を行った。

〔結果〕①出力データ総数106,353 件、抽出キーワード総数457,512 の中で出現頻度の高

い順のKW として、子ども、幼児、會徐活、食品、家庭科教育などが認められた。②時系

列的にみると1949～1959年では出現頻度の高い順に幼児、児童、子ども、発達であったも

のが、1990年代では子ども、食生活、家族、食品となっていた。
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目的　本研究は、アメリカの家政学系大学・学部が、スコッツデイル会議の結果をどう受け

止め対応しようとしているかを中心に、特に名称変更をめぐる現在の動向と現在に至る系譜を
アンケート調査の結果に基づいて明らかにし、今後の課題を探ろうとするものである。

方法　アメリカ家政学会(AAFCS ）に登録している家政学系大学・学部の責任者リストであ
る『Deans and Administrators』（1995年5月現在）にある全286名に、アンケート質問紙を送
付し､回収した。回答項目のうち、①アメリカ家政学系大学・学部の学生の在籍数と就職状況
の実態②アメリカ家政学系大学・学部の評価と家政学の学問体系③アメリカ家政学及び家政学

教育の問題点について集計分析した
結果　①アメリカにおいては家政学部は他学部に比べ女子在籍学生数が多かった。また学部
の名称により男子学生の在籍数にも優位な差がみられた。学生の就職状況は、専門職への就職

率が高くQ0％以上であると答えたものが５割近かった。主な職種は小売業、教員、保母が最も
多かった。また、家政学部における職業教育は９割以上が適切であると評価した。②家政学系
学部の評価は、自身の学部については９割以上が高く評価していたが、アメリカ全般において

は、５割程度しか高く評価されていなかった。学問としての確立性は「十分やや十分」が約６
割、方法論と教育体系は約４割程度であった。③アメリカ家政学最大の問題点は認識問題であ

り、53人があげた。次いでアイデンティティー、人材、教育内容、財政の順であった。また、
家政学教育の問題点も認識問題が最も多く27人があげた。次いで教育内容、財政の問題、教員

不足　等があげられた。
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